
平成 22 年度中心市街地活性化支援等事業 

 
 
 
 

商店街における「連携」に関する 
 

活性化資料 
～ワークショップのとりまとめ～ 

 

 

 

 



1 
 

 
 
 

 

■本資料の概要 

 

中心市街地・商店街を取り巻く状況は、年々厳しさを増しています。このような中、行

政機関・商業者・まちづくり関係者等が実施する活性化の取組を一層効果的なものとする

には、関係者間の「連携」の強化が必要と考えられます。 

 

本資料では、近畿経済産業局の平成 22 年度中心市街地活性化支援等事業「中心市街地・

商店街の活性化と情報発信」において実施した３地域でのワークショップの成果等につい

て整理しています。 

 

ワークショップは、活性化に取り組もうとしている商店街を対象に、多様な主体との「連

携」のきっかけづくりの場として開催しました。また本ワークショップが、第３回以降、

商店街を中心とした自主的な検討会に発展することを期待し実施しました。 

 

 

図表 1 ワークショップをきっかけとした、商店街の自主的な取組への発展イメージ 

商店街活性化ワークショップ（第１回）

近畿経済産業局ワークショップ事業商店街の自主的な取組

第１回 （仮称）活性化検討会

第２回 （仮称）活性化検討会

・
・
・

商店街を
中心とした

自主的な検討会
に発展

商店街
活性化

商店街活性化ワークショップ（第２回）
（２回目は報告会を兼ねる）

 

ワークショップの概要 
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■ ワークショップの開催地と開催内容 

ワークショップは近畿経済産業局管内の 3 つの商店街で各２回（２回目は報告会を兼ね

た）実施しました。開催内容は以下のとおりです。 

 

図表 2 ワークショップの開催概要 

 第１回 第２回（報告会を兼ねる） 

能登川地域 
（滋賀県東近江市） 

■日時：10 月 14 日（水） 

■場所：能登川商工会 

■参加人数：28 名 

商業者・住民・まちづくり団体・大学・

企業・市・県・アドバイザー 等 

■検討項目： 

○能登川の商店街に期待する姿・商店

街がめざす姿 

○めざす姿の実現に向けたアイデア 

○今後のファーストアクション 

■日時：2 月 10 日（木） 

■場所：能登川商工会 

■参加人数：41 名 

商業者・住民・まちづくり団体・大学・

企業・市・県 等 

■検討項目 

○商店街で“こんなこと”してみたい！

みその商店街 
（和歌山県和歌山市） 

■日時：12 月 9 日（木） 

■場所：JA 和歌山ビル 

■参加人数：25 名 

商業者・NPO・まちづくり関係者・市・

県・商工会議所・中央会・大学 等 

■検討項目： 

○空き店舗の解消に向け、商店街が「ま

ず」すべきこと 

■日時：2 月 8 日（火） 

■場所：みその商店街 みそのホール  

■参加人数：13 名 

商業者・NPO・市・県・中央会・アド

バイザー 等 

■検討項目： 

○商店街の実態把握に向けて 

○実態把握に向けた効果的なアプロー

チ方法について 

甲子園口商店街 
（兵庫県西宮市） 

■日時：12 月 21 日（火） 

■場所：甲子園会館 

■参加人数：43 名 

商業者・地域住民・まちづくり関係者・

商工会議所・市・県 等 

■検討項目： 

○甲子園口商店街が「めざすべき姿」 

○めざす姿に向けたアイデア 

■日時：1 月 27 日（木） 

■場所：上甲子園公民館 

■参加人数：28 名 

商業者・まちづくり関係者・商工会議

所・市・県 等 

■検討項目： 

○地域の期待やニーズに応える商店街

組織に向けて 
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■ 商店街の概要とテーマ設定 
能登川駅地域は JR の新快速が停車することもあり、

人口が増加しています。しかし、駅前にある商店街は高

齢化が進んでいることに加え、商店街と駅を挟んだ西側

に大型店が出店したことで、衰退が進んでいます。この

ような中、商店街、商工会、地域住民、大学の有志によ

って、商店街内の町家を改装したまちづくりの拠点整備

が進められるなど、新たな動きも生まれつつありました。 

このような動きを支援したいと考え、ワークショップを開催いたしました。 

「今後、商店街の活性化に多様な主体を巻き込み、こうした動きを加速させることが重要」

との視点から、第１回ワークショップでは、商業者・地域住民・まちづくり関係団体・大

学・行政・商工会等が集まり、能登川地域の商店街のめざすべき姿とそれに向けた事業ア

イデアについて検討を行いました。 

第２回では、第１回で出されたアイデア等を実行に移すべく、実施時期や実施主体等の

具体的な検討を行いました。 

■ ワークショップの成果 

ワークショップには、商業者・地域住民・大学・まちづ

くり関係団体・行政・商工会等、４０名を超える参加があ

りました。本ワークショップをきっかけに、参加者と商店

街の間で、商店街の課題やめざす姿について共有できまし

た。第１回のワークショップ後には、商店街において最も

大きなイベントである「えびす講」において、商店街と地

域・大学生が実際に連携した取組が行われました。 

第 2 回のワークショップでは、このようなえびす講での連携に関する成果報告や、大学

生からの商店街活性化に対する提案が行われました。今後の具体的なアクションレベルに

おいて、参加者と商店街とのネットワークが形成されたことが大きな成果の１つです。 

能登川の商店街では、本年度、国の補助事業に採択され、今後、古民家「etokoro（エ

トコロ）」を拠点とした子育て支援などの活動を進めていく予定としており、更なる活動の

加速が期待されます。 

 

【ワークショップ開催地からひとこと】 ～ 能登川共盛会 善住理事長 

「出会いは突然やって来る」という言葉があるように、第 1 回ワークショップを終えた「えびす講」

では、地域、大学、商工会、そして地域外へと連携の輪が広がり、農商工連携をはじめ、これから

のまちづくりにおいて大学との協働が実現しました。今後は個店の出店やシャッター前の利用などを含め、討論

を重ね、コミュニティ溢れる商店街をめざし、次の世代に誇れるものを一つでも残していきたいと考えます。 

能登川地域商店街活性化ワークショップ 
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図表 3 第１回ワークショップの検討結果（例） 

能登川共盛会が「めざすべき姿」能登川共盛会が「めざすべき姿」 （例）（例）

→能登川ならではの「あたたかさ」「居心地の良さ」、人が「集い」「つながり」「参加」できる商店街のあり方を検討→能登川ならではの「あたたかさ」「居心地の良さ」、人が「集い」「つながり」「参加」できる商店街のあり方を検討

【検討テーマ】 商店街が「めざすべき姿」【【検討テーマ検討テーマ】】 商店街が「めざすべき姿」商店街が「めざすべき姿」

○大型店では売っていない商品・サービスを提供
○地域ならでは商品・サービスを扱っている商店街
○自然志向の住民を取り込む商店街
○地域にとってなくてはならない商店街

高齢者のやさしい
○高齢者の話し相手、買物相談に親切丁寧に応じる商

店街
○高齢者が安心して歩けるまちなみ（バリアフリー・

福祉のまちづくり）

親子が楽しめる
安全・安心

「集まる」「つながる」
「参加する」

○親子で遊びながら歩いて楽しい商店街
○学校帰りの子どもに声を掛け合い、子どもを見守り・

育てる商店街
○商店街と地域住民がワイワイ・ガヤガヤ議論ができ

る商店街
○駅前の立地を生かし、地域住民の出会いの場（仲間

探しの場）
○商店街と地域が一体となり取り組む参加型の商店街
○ボランティア・NPO・市民団体の活動の場
○コミュニティ機能を創出する商店街

域外から人を
呼び込む

「あたたかい」・「居心地の良い」商店街「あたたかい」・「居心地の良い」商店街「あたたかい」・「居心地の良い」商店街

「集まる」「つながる」「参加する」商店街「集まる」「つながる」「参加する」商店街「集まる」「つながる」「参加する」商店街

高齢者にやさしい商店街高齢者にやさしい商店街高齢者にやさしい商店街

能登川ならではの「あたたかさ」
「居心地の良い」商店街

人が集まり、つながり、参加できる商店街

若者・学生が魅力を感じるまち若者・学生が魅力を感じるまち若者・学生が魅力を感じるまち

親子が楽しめる・安全・安心な商店街親子が楽しめる・安全・安心な商店街親子が楽しめる・安全・安心な商店街

能登川らしさ

○地域密着型の商店街
○地域の古い建物（古民家・歴史建造物等）を生か
すまちづくり

○市場的な商店街（香り・音・アクションのある商
店街）

○商店街周辺に連続して店舗が並ぶまち
○車で来街できる商店街（駐車場の整備）
○道の整備・水路の整備

地域ニーズに対応地域ニーズに対応地域ニーズに対応
能登川らしさ能登川らしさ能登川らしさ

地域ニーズに
対応

「あたたかさ」
「居心地の良さ」

○手づくり感のある「あたたかい」「居心地の良い」
「親近感のある」を商店街
○明るく、人通りのある商店街

若者・学生が魅力
を感じる

○若者が集まり、交流する商店街
○若者向けのオシャレなオープンカフェが建ち並ぶ商店街
○学生が気軽に立ち寄れる商店街

○外から見て中も見てもらいたいと思わせるお店
○面白いこと、ワクワク・ドキドキする仕掛け
○買物＋αを楽しめる商店街
○店頭に商品を陳列し、来街者が立ち寄りやすい工夫
○外から能登川に立ち寄るきっかけ、関心をもっても

らえる店舗・施設
○ビジネスマン向けの飲食店を誘致

外から人を呼び込む外から人を呼び込む外から人を呼び込む

第1回 能登川地域 商店街活性化ワークショップ ■Ａグループ■

 

 

図表 4 第２回ワークショップ(兼報告会)の検討結果（例） 

色々な人が溜まれる場・
プログラムを提供

第２回 能登川地域 商店街活性化ワークショップ 兼 報告会 ■Ａグループ■

【検討テーマ】 商店街で“こんなこと”してみたい！【【検討テーマ検討テーマ】】 商店街で商店街で““こんなことこんなこと””してみたい！してみたい！

いずれは
NPO設立？

④やっぱり必要！能登川らしさづくりプロジェクト④やっぱり必要！能登川らしさづくりプロジェクト

①地域の買い物難民を救え！プロジェクト

○介護保険が適用されない買い物難民が問題
↓

大型店ではなく、馴染みのある商店街で
買い物したいという高齢者のニーズ有り

商店街 福祉協

連携し解決

買い物難民

etokoroもうまく活用

実証実験
スタッフ育成等

↓
事業化

商店街と
福祉協で

検討

【実現に向けたSTEP】

近藤先生が
コーディネート

（輪タクの
ノウハウ有）

県・市が補助？

②商店街溜まり場！プロジェクト ③とことん情報発信！プロジェクト

etokoro・roro・道しるべを活用

○野菜を使った料理教室
○本屋さんによるお話会
○子供たちと野菜の収穫体験

→料理する
○魚さばき
○自転車メンテナンス
○着付け教室
○着物リフォーム
○アイロン講座
○大学のインターンシップ・大学
の演習
○大人の職場体験 など

イベント

○１００円商店街
←市民のフリマによる１００円商品

○シンボルマークさがし
○昔ならではの朝市
○ 能登川今昔スケッチ など

メールやチラシ

○etokoroやroroに来た主婦のメアドを
GETし、商店街の情報発信

○イベントマップ
○組合員５０人イベント
○特産品のチラシ など

やっぱり
必要

能登川らしさ・個性

訴求あるテーマ性

商店街の統一感

EX:子育て商店街？
⇒商店街が子育てをテーマとした商品・サービス
を徹底的に提供 今後、商店街が中心となり

検討！
EX:のれん・看板・ちょうちんで統一？
⇒アート性があるもの  
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■ 商店街の概要とテーマ設定 
みその商店街は、和歌山県下ナンバーワンの乗降客数があ

る JR 和歌山駅から徒歩２分という好立地にあるにもかかわ

らず、店舗の老朽化が進み、空き店舗率が 6 割に達している

ことが課題となっていました。 

このような中、昨年、商店街の活動に 2 人の若手が起用さ

れ、商店街活性化に向けた活動が大きく加速し始めました。

その１人である有井氏は和歌山県内の NPO の中間支援組織

「わかやま NPO センター」の副理事長でもあり、商店街と NPO の共通点を見出し、空き

店舗への NPO の入居を支援するなど、空き店舗対策において一定の成果を出しつつあり

ました。しかし、依然、空き店舗は多く存在し、店舗貸しに対する大家の意向も分からな

いことから、対策に限界を感じつつもありました。 

このようななか、第１回のワークショップでは、商店街の店舗を活用してくれそうな方々

が参加し、現地視察を行った上で、どのような空き店舗の活用方策が考えうるのかについ

てアイデア出しを行いました。 

第２回は、第１回において「まず空き店舗の実態把握が必要」との結論に至ったことか

ら、空き店舗の実態調査のノウハウがあるアドバイザーを交えて、実態把握のための調査

項目や大家へのアプローチ方策等について検討を行いました。 

 

■ ワークショップの成果 

第１回のワークショップでは、飲食、NPO、野球団体、建

築、不動産などの分野の参加者により、商店街単独では思いつ

かないような空き店舗活用のアイデアが出されました。また、

このようなアイデアの中に、今後、すぐにでも具体的なアクシ

ョンにつなげることができるものがあったことも成果と言え

ます。 

第２回のワークショップでは、アドバイザーから、空き店舗の実態把握に向けた大家と

のコミュニケーションの取り方等について、多くのアドバイスがありました。こうしたア

ドバイスを受け、商店街が大家との連携の展開方策について、ある程度、めどをつけるこ

とができたことが成果と言えます。 

 

【ワークショップ開催地からひとこと】 ～ みその商店街 有井副理事長 

物から心の豊かさへと、価値観の変化と共に地域住民が商店街へ求めるものも変化しました。 

「NPO 商店街」構想は、地域課題解決を担う NPO を商店街内に取り込むことによる商店街内の 

課題解決も狙いとしています。今後、これらの NPO が商店街と地域の連携接着剤となります。 

みその商店街の活性化を考える有志の会 



6 
 

図表 5 第１回ワークショップの検討結果（例） 

第1回 みその商店街の活性化を考える有志の会 ■Aグループ■

→→「インキュベーション」「スモールビジネス」をキーワードに、多様な主体との連携により商店街の取組を展開「インキュベーション」「スモールビジネス」をキーワードに、多様な主体との連携により商店街の取組を展開

【検討テーマ】 空き店舗解消に向け、今後のファーストアクション・今後の検討の体制等【【検討テーマ検討テーマ】】 空き店舗解消に向け、今後のファーストアクション・今後の検討の体制等空き店舗解消に向け、今後のファーストアクション・今後の検討の体制等

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（例
）

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（例
）

ア
プ
ロ
ー
チ

①高齢者
②若者・子育て世代

学生の居住受け入れ

日替り店舗

空き店舗活用解消につながるアクション（例）空き店舗活用解消につながるアクション（例）

③サラリーマン・OL
④観光客

前提前提
「インキュベーション」
～スモールビジネス～

基本コンセプト基本コンセプト

根本的には店舗更新
（建物の所有・使用の分離）

既存建物の利用を前提に
長期的に更新が必要

家
主
・商
業
者
の
意
向
・

空
き
店
舗
の
実
態
把
握
調
査

成功事例をつくりながら
家主の気運をあげていく

和歌山電鉄「タマ駅長」活用策の検討

優先度優先度

ターゲットターゲット

基本は生活の場

○手づくり市の出展者を商店街開業に誘導す
る仕組みとして日替り店舗を開店

○組合においても店舗借り上げ・日替り店
舗開店を検討

○昼夜で営業業態を変更
（昼：ランチ・夜：スポーツバー）

既存建物の活用

○屋上ディープスポット「みその探訪」
○屋上空間・テラスにビアガーデン

○和歌山大学等、芸術系の学生を呼び込み住
まい・活動の場

○芸術系学生によるシャッターアート

ホスピタリティ

○歩行者・来街者向けのおもてなし
（ベンチの設置）

○街なかコンシェルジェ・案内所の設置

生活者ニーズの把握

○高齢者のニーズ把握
（お茶・情報交換・食・憩いの場）
○子育て世代のニーズ把握
（百貨店買物時の子ども一時預かりサービス）

○みその商店街と和歌山電鉄の両者がウィンウィ
ンとなる取組を検討

○和歌山電鉄のシャッターデザイン
○既存ネットワーク（NPOとのお弁当コラボ・

紀州レンジャーズ・ユニフォーム等）の活用

アンテナショップ

○和歌山市町村（約30店舗）のアンテナ
ショップを出店

スモールビジネスの立地促進

○環境整備（綺麗なトイレ・雰囲気の良さ・
デザイン・低価格家賃・利便性等の改善）

農商連携

○農業生産者と商品開発「味噌（みそ）」・
健康食メニュー 等

まずは現状認識まずは現状認識

実態把握調査

○家主・商業者・空き店舗の実態調査

多様な主体
と連携

マネジメント
人材の確保

 
 

図表 6 第２回ワークショップ(兼報告会)の検討結果（例） 

第２回 みその商店街の活性化を考える有志の会 兼 報告会

【検討テーマ】 商店街の実態把握に向けて・実態把握に向けた効果的なアプローチ方法について【【検討テーマ検討テーマ】】 商店街の実態把握に向けて・実態把握に向けた効果的なアプローチ方法について商店街の実態把握に向けて・実態把握に向けた効果的なアプローチ方法について

みその商店街の実態についてみその商店街の実態について

○空き店舗率は６割
○商店街の店舗の１/３が居住している
○貸したいと思っている大家はいる
○みそのは長屋づくり・・各店舗がつながっている

→個別に改修できないことが難点
○空き店舗に対する問い合わせ（ニーズ）は、現在もある状況

→なんとか対応したいが、貸してくれそうな大家が分らないのが現状

空き店舗の実態把握に向けたアドバイス空き店舗の実態把握に向けたアドバイス

○家賃相場が下がり、低レベルの出店希望者が増えているので見極めが必要
○空き店舗の仲介では限界 → エリアマネジメントの必要性
○商店街は絶対にSCにはなれない（マネジメントの限界）
○空き店舗を売り込む際の「売り」づくりが必要
○飲食設備を備えた店舗のニーズは高い ←ただ資金的な問題有
○時間が経てば経つほど、状況は悪化する→早急な対応の必要性
○組合組織が直接、テナントマネジメントを行うのは難しい

→中立性、業種のバッティング 等
○商店街にとって重要な空き店舗とそうでない空き店舗の優先順位づけ

→商店街のダウンサイジングの発想も必要
○大家との間に人と人との信頼感を作っていくことが重要

具体的には
①コミュニケーション
②大家のプライドを大切にしてあげること
③短期間のイベントでも質を保つこと

○大家との関係構築のプロセスの重要性
→いきなり「貸してください」だと関係は悪化

○大家との間で最もスキルが必要となるのは家賃交渉
○空き店舗対策にやはり資金は必要・また組合組織づくりも不可欠

→組合費をもらうべき人からもらうスキームを

今後の展開方策（例）今後の展開方策（例）今後の展開方策（例）

大家との連携強化
空き店舗対策の促進

現在現在

アートイベント
～晴れ姿披露～

大家さんへ
商店街の取組情報発信

簡易アンケート

大家さんへ
商店街の取組情報発信

（小まめなコミュニケーション）
←アートイベントへの協力打診

本格的な空き店舗調査の実施

今年今年
秋頃秋頃

 



7 
 

 

 

 

 

■ 商店街の概要とテーマ設定 
甲子園口商店街においては、これまでも商店街活性化

に向けた勉強会を実施するとともに「コウちゃん」など

のキャラクターを活用した事業に取り組んできました。

しかし、近年、地域の高齢化、新規住民の増加、ロード

サイド等への大型店の進出等、甲子園口商店街を取り巻

く環境が変化してきました。また、各商店街や連合会か

らは様々な事業アイデアが出されるものの、事業の実施

の効果が不明確なことや、費用・労力がかかる事業も多

いことから、なかなか実行に移すことができていない状況でした。 

このような状況を踏まえ、第１回のワークショップでは、商業者・地域住民・行政等が

集まり、甲子園口商店街が「めざすべき姿」について、再度、認識の共有化を図るととも

に、その姿に向けて商店街が何をすべきかについて議論を行いました。 

第２回では第１回ワークショップで住民等から出た意見を、商店街としてどのように受

け止めるのか、今後どのような体制で実行に移していくのかについて、商業者を中心に検

討しました。 

 

■ ワークショップの成果 

第１回ワークショップでは、住民の方々を中心に商店街活性

化に関して、様々な意見を出されました。また、一部の参加者

からは、「今後、商店街活性化に協力したい」という意向が出さ

れました。このような商店街に対する地域住民の熱い思いや期

待を、商業者が肌で感じることができたことが成果と言えます。 

第２回のワークショップでは、第１回ワークショップで住民

等から出た意見を、商店街がどのように実行に移していくのか検討しました。実行に移す

上では、現在の人材だけでは限界があること、そのためには若手等の新たな人材を巻き込

んでいく必要があることが、商業者の間で共有されました。また、これまで商店街組織の

あり方については十分な議論がなされておりませんでしたが、本ワークショップをきっか

けに議論を行い、一定の方向性を共有できたことも成果と言えます。 

 

【ワークショップ開催地からひとこと】 ～ 甲子園口商店連合会 松原会長 

今回のワークショップを通じて、若い人が中心となり商店街を運営している方が活気があると感

じました。今、甲子園口商店街が求めることは、若手や二代目の店主等が中心となり、商店街を

担っていくような組織づくりの素地と地域住民の参加・協力により意見交換・交流の機会を設けることであり、

商店街活動の新たな人脈づくりに精力を傾けることで、今後の商店街活性化が現実になるものと期待します。 

甲子園口商店街活性化ワークショップ 
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図表 7 第１回ワークショップの検討結果（例） 

第1回 甲子園口商店街活性化ワークショップ ■Ｃグループ■

→→多様な層とネットワークを構築しながら、地域住民多様な層とネットワークを構築しながら、地域住民ののニーズに対応した「明るい」「楽しい」商店街の取組を展開ニーズに対応した「明るい」「楽しい」商店街の取組を展開

【検討テーマ】 商店街が「めざすべき姿」の実現に向けたアイデア【【検討テーマ検討テーマ】】 商店街が「めざすべき姿」の実現に向けたアイデア商店街が「めざすべき姿」の実現に向けたアイデア

高齢者

子育て世代

若者・子ども

多様な層とのネットワークを構築

タ
ー
ゲ
ッ
ト

○子育て世代に参画してもらい、商店街のあり
方を共に考える

○子育て世代の情報ネットワークの強さを活用
した情報発信

○子育て世代が興味をもつような内容（コンテ
ンツ）の充実（クーポン配布 等） ／等

「明るい」商店街

「楽しい」商店街

ターゲットを惹きつけるコンセプト・キーワードターゲットを惹きつけるコンセプト・キーワード

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
例
）

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
例
）

地域住民（各層）のニーズに応じた取組

地域住民

○ＩＣ技術の保有者やアーティスト・デザイ
ナーを巻き込み、運営に参画してもらう

○新たなエネルギーを生む契機となる若者世
代がコミットできる仕掛けづくり

○なるべく負担をかけず効率的にネットー
ワークを構築

○お金をかけずに実現できることに知恵を絞
り、継続的に取り組む

子
育
て
世
代

高
齢
者

高
齢
者

若
者
・
子
ど
も

若
者
・
子
ど
も

ソフト面の整備

○新鮮な情報を絶えず発信
○新規出店希望者への情報提供
○甲子園口コミュニティの商店街版
・評判・口コミの書き込み可能なポータ
ルサイトの構築 ／等

○アンケートを実施に商店街のニーズを聞く
○高齢者向け給食サービス
○まちなかに気軽に集え、憩えるスポットづくり
（メンバーが限定されない「開かれた」雰囲気を
重視）

○単身高齢者、高齢者男性の夜のコミュニティ（交
流の場）づくり（情報発信も含めて）

○気の利いた御用聞きサービス
○買物宅配サービス
○高齢者が集まる接骨院等に店舗情報（チラシ等を
置く）

○ハロウィン・夏祭り・親子祭りの開催
○夜のコンサート・ライブの開催（若者集客向け）
○子ども参加・体験型のイベントの開催（効果が高い）
○買物時の一時預かりサービス ／等

○全商店街一体となった取組
・連合会で先進事例の視察・研究を実施
・全商店街でのポイントカードシステム・
エコスタンプ 等

○販売力アップ
・各店舗で個店の魅力向上に向けて切磋琢磨
・地域住民が望む商品・サービスの充実
・お得感を打ち出す（魅力的な中身・お買い
得、お値打ち、逸品の提供）

・環境への取組等、住民と一緒にエコ活動
（店舗に来てもらう動機づけに）

○空間力アップ・見栄えアップ
・防犯灯、ライトアップの統一化
・カラー舗装、タイル貼付 等
・シャッターアート等まち全体のデザイン

性を高める
・商店街のメンテナンス・修繕

ハード面の整備

情報発信の強化

 

図表 8 第２回ワークショップ(兼報告会)の検討結果（例） 

テーマテーマ

第２回 甲子園口商店街活性化ワークショップ （兼 報告会）

【検討テーマ】 地域の期待やニーズに応える商店街組織に向けて

計画に基づく
事業の展開

甲
子
園
口
商
店
街
の
活
性
化

地
域
商
店
街
活
性
化
法
の
認
定

事
業
の
取
捨
選
択
・優
先
順
位
づ
け

商
店
街
組
織
の
体
制
づ
く
り

商
店
街
の
ビ
ジ
ョ
ン
（目
標
）の
検
討
・共
有

活
性
化
計
画
と
し
て
の
取
り
ま
と
め
・
申
請

商店街組織の課題

○商店街活動への参加が少ない
→ 一部の有志への負担
→ 活性化活動の制限

○参加を呼び掛けても集まらない

【現在の組織の問題】 【今後の組織のイメージ】

役員クラス

昔からの商業者

新規出店者

連合会役員

相談しにくい

若手・新規出店者等の意見

○若手の有志で集まる会が既にある
○アイデアがあっても、気軽に相談できない
○誰に相談して良いのかが分らない
○過去にアイデアを提案したことがあるが、全く実現さ
れなかった（否定ばかりだった）

×
相談しても

上にまで届かない

新規出店者

役員クラス

【今後の展開イメージ】

昔からの商業者

組織横断的なテーマコミュニティ

気軽に提案 アドバイス

関心のあるテーマごとの有志の集まり
←商店街としてテーマコミュニティの組成を支援

△△

 


